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(57)【要約】
【課題】　有機発光表示装置の反射率を低減し、鮮やか
な黒色を再現する
【解決手段】　本実施形態は、有機発光表示装置を開示
する。開示された有機発光表示装置は、赤色、緑色、及
び青色サブ画素の各々に対応するように備えられる第１
乃至第３カラーフィルタ層を含み、複数の画素の各白色
サブ画素には第１乃至第３カラーフィルタ層のうち、い
ずれか一つの色相と同一なカラー層が交互に備えられ、
第１乃至第３カラーフィルタ層より高さの低い第４カラ
ーフィルタ層を含む。これにより、有機発光表示装置の
反射率を低減し、鮮やかな黒色を再現することができる
。
【選択図】図３



(2) JP 2017-112106 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色、白色、緑色、及び青色サブ画素を有する複数の画素を備える基板と、
　前記赤色、緑色、及び青色サブ画素の各々に対応するように配置される第１乃至第３カ
ラーフィルタ層と、
　前記複数の画素の各白色サブ画素に前記第１乃至第３カラーフィルタ層のうち、いずれ
か一つの色相と同一のカラー層が交互に備えられ、第１乃至第３カラーフィルタ層より高
さの低い第４カラーフィルタ層と、
を含むことを特徴とする、有機発光表示装置。
【請求項２】
　各画素の第４カラーフィルタ層のうち、少なくとも２個のカラーフィルタ層の高さが互
いに異なることを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第４カラーフィルタ層は少なくとも２個の互いに異なる色のカラー層が積層された
ことを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　各画素の第４カラーフィルタ層のうち、少なくとも２個のカラーフィルタ層は、前記基
板の一面に配置される第１カラー層及び前記第１カラー層の一側面と接するように配置さ
れる第２カラー層からなり、
　各画素の第４カラーフィルタ層のうち、少なくとも一つのカラーフィルタ層は一つのカ
ラー層からなることを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１カラー層、第２カラー層、及びカラー層の色相は互いに異なることを特徴とす
る、請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１カラー層と同一色相のカラー層の面積の和、前記第２カラー層と同一色相のカ
ラー層面積の和、及び前記カラー層の面積の和は同一であることを特徴とする、請求項４
に記載の有機発光表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機発光表示装置に関し、より詳しくは、有機発光表示装置の反射率を低減し
、鮮やかな黒（black）色を再現可能な有機発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報化社会の発展に従い、画像を表示するための表示装置に対する多様な要求が増大し
、近年、液晶表示装置（ＬＣＤ：liquid crystal display device）、プラズマ表示装置
（ＰＤＰ：plasma display panel device）、有機発光表示装置（ＯＬＥＤ：organic lig
ht emitting diode display device）のような色々なフラットパネル表示装置（flat pan
el display device）が用いられている。
【０００３】
　このような表示装置のうち、有機発光表示装置は自発光素子を用いることによって、非
発光素子を含む液晶表示装置に使われるバックライトを必要としないので、軽量、薄型化
を実現可能である。また、有機発光表示装置は液晶表示装置に比べて視野角及びコントラ
スト比が優れ、消費電力の面においても有利である。また、有機発光表示装置は直流低電
圧駆動が可能であり、応答速度が早く、内部構成要素が半導体であるので、外部衝撃に強
く、使用温度範囲も広く、特に製造費用を低くできるなどの長所を有している。
【０００４】
　このような有機発光表示装置は、第１電極、第２電極、及び有機発光層を含む有機発光
素子の構造によって上部発光（Top emission）方式または下部発光（bottom emission）
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方式などを用いて画像を表示する。下部発光方式は、有機発光層で発生した可視光をＴＦ
Ｔが形成された基板の下部側に表示する。上部発光方式は有機発光層で発生した可視光を
ＴＦＴが形成された基板の上部側に表示する。
【０００５】
　一方、有機発光表示装置は、円偏光板及び線偏光板を含む偏光板を備えることにより、
有機発光表示装置の黒再現性を高め、外光反射を低減し、視認性を向上させている。しか
しながら、有機発光表示装置が偏光板を使用する場合、費用が高くなり、有機発光表示装
置の輝度が低下するなどの問題がある。
【０００６】
　このため、表示パネルの上部または下部に配置される偏光板を排除したが、表示パネル
の反射率が高くなり、黒再現性が劣化するという問題が生じた。特に、白色（Ｗ）サブ画
素を含む有機発光表示装置では、カラーフィルタ層を含まない白色（Ｗ）サブ画素の反射
率がカラーフィルタ層を含む赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）サブ画素の反射率
に比べて格段に高いので、パネル全体の反射率が高くなり易い。また、赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）、及び青色（Ｂ）サブ画素に配置されるカラーフィルタ層によって有機発光表示装
置の黒色の再現性が悪いという問題がある。
【０００７】
　したがって、このような問題を解決することができる有機発光表示装置が要求されてい
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上述の問題を解決するためのものであって、円偏光板及び線偏光板を使用しな
い有機発光表示装置において光効率を向上させ、反射率を低減し、黒色の再現性を向上さ
せることができる有機発光表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述の従来技術の課題を解決するため、本発明の一実施形態の有機発光表示装置は、赤
色、白色、緑色、及び青色サブ画素を有する複数の画素を備える基板、前記赤色、緑色、
及び青色サブ画素の各々に対応するように配置される第１乃至第３カラーフィルタ層、及
び前記複数の画素の各白色サブ画素別の前記第１乃至第３カラーフィルタ層のうち、いず
れか一つの色相と同一なカラー層が交互に備えられ、第１乃至第３カラーフィルタ層より
高さの低い第４カラーフィルタ層を含む。
【００１０】
　このような有機発光表示装置において、各画素の第４カラーフィルタ層のうち、少なく
とも２個のカラーフィルタ層の厚さが互いに異なるようになされることができる。
【００１１】
　また、第４カラーフィルタ層は少なくとも２個の互いに異なる色のカラー層が積層され
た形態でありうる。
【００１２】
　また、第４カラーフィルタ層のうち、少なくとも２個のカラーフィルタ層は、前記基板
の一面に配置される第１カラー層及び前記第１カラー層の一側面と接するように配置され
る第２カラー層からなり、第４カラーフィルタ層のうち、少なくとも一つのカラーフィル
タ層は一つのカラー層からなることができる。
【００１３】
　ここで、前記第１カラー層、第２カラー層、及びカラー層の色相は互いに異なり得る。
【００１４】
　さらに、第１カラー層と同一色相のカラー層の面積の和、前記第２カラー層と同一色相
のカラー層面積の和、及び前記カラー層と同一色相のカラー層の面積の和は同一であり得
る。
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【発明の効果】
【００１５】
　さらに、本発明の他の実施形態に係る有機発光表示装置は、偏光板を用いることなく、
互いに異なる画素の白色（Ｗ）サブ画素に赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）カラ
ーフィルタ層を交互に配置することによって、反射率を低減し、鮮やかな黒を再現するこ
とができるという効果を奏することができる。
【００１６】
　また、本実施形態に係る有機発光表示装置は、互いに異なる画素の白色（Ｗ）サブ画素
に互いに異なる厚さ及び色相のカラーフィルタ層を交互に配置することによって、反射率
及び黒色を調整することができるという効果も奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態に係る有機発光表示装置の概略的なシステム構成図である。
【図２】第１実施形態に係る有機発光表示装置の概略的な平面図である。
【図３】第１実施形態に係る有機発光表示装置のＡ－Ｂに沿って切断した断面図である。
【図４】第２実施形態に係る有機発光表示装置の概略的な平面図である。
【図５】第２実施形態に係る有機発光表示装置のＣ－Ｄに沿って切断した断面図である。
【図６】第３実施形態に係る有機発光表示装置の概略的な平面図である。
【図７】第３実施形態に係る有機発光表示装置のＥ－Ｆに沿って切断した断面図である。
【図８】第４実施形態に係る有機発光表示装置の概略的な平面図である。
【図９】図８の平面図をＧ－Ｈに沿って切断した断面図である。
【図１０】有機発光表示装置の第１サブ画素に配置されるカラー層の構成を示す平面図で
ある。
【図１１】有機発光表示装置の第１サブ画素に配置されるカラー層の構成を示す平面図で
ある。
【図１２】比較例及び実施形態に係る有機発光表示装置の反射率、有機発光素子の効率、
消費電力、及び黒色感を比較した表である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照しつつ本実施形態を詳細に説明する。以下の実施形態は当業者が本発
明の思想を十分に理解できるための例として示されるものである。したがって、本発明は
以下に説明される実施形態に限定されず、他の実施形態によっても実施可能である。また
、図面において、装置の大きさ及び厚さなどは理解のために誇張して表現されることがあ
る。明細書の全体に亘って同一の参照符号は同一の構成要素を示すものとする。
【００１９】
　本実施形態の利点及び特徴、そしてそれらを達成する方法は、添付する図面と共に詳細
に後述された実施形態によって明確になる。しかしながら、本発明は以下に開示される実
施形態に限定されるものでなく、互いに異なる多様な形態によって実施され得る。但し、
本実施形態は本発明を十分に開示するため、本発明の属する技術分野の通常の知識を有す
る者に発明の内容を理解させるために提供されるものであり、本発明は請求項の記載によ
り定義され得る。
【００２０】
　素子（element）または層が他の素子または沿う層“の上（on）”または“上（on）”
と称されるものは他の素子または層の真上だけでなく、中間に他の層または他の素子を介
した場合をすべて含む。一方、素子が“直接～の上（directly on）”または“真上”と
称されるものは中間に他の素子または層を介しないことを意味するものとする。
【００２１】
　空間的に相対的な用語である“の下（below、beneath）”、“下部（lower）”、“の
上（above）”、“上部（upper）”などは、図面に図示されているように、一つの素子ま
たは構成要素と他の素子または構成要素との相関関係を記述するために用いられ得る。空
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間的に相対的な用語は図面に図示されている方向に加えて使用時または動作時、素子の互
いに異なる方向を含む用語として理解されるべきである。例えば、図面に図示されている
素子を覆す場合、他の素子の“の下（below）”または“下（beneath）”と記述された素
子は他の素子の“の上（above）”に置かれることができる。したがって、例示的な用語
である“の下”は下と上の方向を両方とも含み得る。
【００２２】
　また、本発明の構成要素を説明するに当たって、第１、第２、Ａ、Ｂ、（ａ）、（ｂ）
などの用語を使用することができる。このような用語はその構成要素を他の構成要素と区
別するためのものであり、その用語により該当構成要素の本質、順番、順序、または個数
などが限定されるものではない。
【００２３】
　図１は、本実施形態に係る有機発光表示装置の概略的なシステム構成図である。図１を
参照すると、本実施形態に係る有機発光表示装置１０００は複数のデータライン（ＤＬ～
ＤＬｍ）及び多数のゲートライン（ＧＬ１～ＧＬｎ）が配置され、複数のサブピクセル（
Sub Pixel）が配置された有機発光表示パネル１１００、複数のデータライン（ＤＬ～Ｄ
Ｌｍ）を駆動するデータ駆動部１２００、複数のゲートライン（ＧＬ１～ＧＬｎ）を駆動
するゲート駆動部１３００、データ駆動部１２００及びゲート駆動部１３００を制御する
タイミングコントローラ１４００などを含む。
【００２４】
　データ駆動部１２００は、複数のデータラインにデータ電圧を供給することによって多
数のデータラインを駆動する。そして、ゲート駆動部１３００は複数のゲートラインにス
キャン信号を順次に供給することによって、複数のゲートラインを順次に駆動する。
【００２５】
　また、タイミングコントローラ１４００はデータ駆動部１２００及びゲート駆動部１３
００に制御信号を供給することによって、データ駆動部１２００及びゲート駆動部１３０
０を制御する。このようなタイミングコントローラ１４００は、各フレームで規定される
タイミングによってスキャンを始めて、外部から入力される入力映像データをデータ駆動
部１２００で使用するデータ信号形式に変換し、変換された映像データを出力し、スキャ
ンに合せて所定のタイミングでデータ駆動を制御する。
【００２６】
　ゲート駆動部１３００は、タイミングコントローラ１４００の制御によってオン（On）
電圧またはオフ（OFF）電圧のスキャン信号を複数のゲートラインに順次に供給し、複数
のゲートラインを順次に駆動する。また、ゲート駆動部１３００は、駆動方式や有機発光
表示パネル設計方式などによって、図１のように、有機発光表示パネル１１００の一側の
みに配置されても良く、場合によっては両側に配置されても良い。
【００２７】
　また、ゲート駆動部１３００は一つ以上のゲート駆動部集積回路（Gate Driver Integr
ated Circuit）を含み得る。各ゲート駆動部集積回路は、テープオートメーテッドボンデ
ィング（ＴＡＢ：Tape Automated Bonding）方式またはチップオンガラス（ＣＯＧ）方式
により有機発光表示パネル１１００のボンディングパッド（Bonding Pad）に連結され、
またはＧＩＰ（Gate In Panel）タイプによる有機発光表示パネル１１００に直接設けら
れても良く、場合によって有機発光表示パネル１１００に集積化して配置されても良い。
【００２８】
　また、各ゲート駆動部集積回路は、チップオンフィルム（ＣＯＦ：Chip On Film）方式
により実現できる。この場合、各ゲート駆動部集積回路に該当するゲート駆動チップは軟
性フィルムに実装され、軟性フィルムの一端が有機発光表示パネル１１００にボンディン
グできる。
【００２９】
　データ駆動部１２００は、特定のゲートラインを通じて、タイミングコントローラ１４
００から受信した映像データをアナログのデータ電圧に変換し、複数のデータラインに供
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給することによって、複数のデータラインを駆動する。そして、データ駆動部１２００は
、少なくとも一つのソースドライバ集積回路（Source Driver Integrated Circuit）を含
み、複数のデータラインを駆動することができる。
【００３０】
　各ソースドライバ集積回路は、テープオートメーテッドボンディング（ＴＡＢ：Tape A
utomated Bonding）方式またはチップオンガラス（ＣＯＧ）方式により有機発光表示パネ
ル１１００のボンディングパッド（Bonding Pad）に連結され、または有機発光表示パネ
ル１１００に直接に配置されても良く、場合によって、有機発光表示パネル１１００に集
積化されて配置されても良い。
【００３１】
　また、各ソースドライバ集積回路はチップオンフィルム（ＣＯＦ：Chip On Film）方式
により構成され得る。この場合、各ソースドライバ集積回路に該当するソース駆動チップ
は軟性フィルムに実装され、軟性フィルムの一端は少なくとも一つのソース印刷回路基板
（Source Printed Circuit Board）にボンディングされ、他端は有機発光表示パネル１１
００にボンディングされる。
【００３２】
　ソース印刷回路基板は軟性フラットケーブル（ＦＦＣ：Flexible Flat Cable）または
軟性印刷回路（ＦＰＣ：Flexible Printed Circuit）などの連結媒体を通じてコントロー
ル印刷回路基板（Control Printed Circuit Board）と連結される。コントロール印刷回
路基板にはタイミングコントローラ１４００が配置される。
【００３３】
　また、コントロール印刷回路基板には、有機発光表示パネル１１００、データ駆動部１
２００、及びゲート駆動部１３００などに電圧または電流が供給され、または供給する電
圧または電流を制御する電源コントローラ（図示せず）がさらに配置され得る。前述した
ソース印刷回路基板とコントロール印刷回路基板は一つの印刷回路基板として構成されて
も良い。
【００３４】
　一方、本実施形態の画素は一つ以上のサブ画素を含む。例えば、本実施形態の画素は２
個乃至４個のサブ画素を含むことができる。サブ画素で定義する色相に、赤色（Ｒ）、緑
色（Ｇ）、青色（Ｂ）と選択的に白色（Ｗ）を含むことができるが、本実施形態はこれに
限定されるものではない。但し、本実施形態に係る有機発光表示装置１０００の一つの画
素は少なくとも一つの白色（Ｗ）サブ画素を含むことができる。
【００３５】
　また、本実施形態に係る有機発光素子は、第１電極、有機発光層、及び第２電極を含み
、有機発光層は各々のサブ画素毎に配置され、または下部基板の前面に配置される構成を
すべて含むことができる。
【００３６】
　この際、有機発光表示パネル１１００の各サブ画素の発光を制御する薄膜トランジスタ
に連結された電極を第１電極と称し、表示パネル前面に配置されるか、または２以上の画
素を含むように配置された電極を第２電極と称する。第１電極がアノード電極の場合、第
２電極がカソード電極となり、その逆の構成も可能である。以下、第１電極の一実施形態
としてアノード電極を説明し、第２電極の一実施形態としてカソード電極を中心に説明す
るが、本発明はこれらの例に限定されるものではない。
【００３７】
　図２は、第１実施形態に係る有機発光表示装置の概略的な平面図である。図２を参照す
ると、第１実施形態に係る有機発光表示装置は、複数の画素（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３、
・・・）を含む。複数の画素（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３、・・・）の各々は複数のサブ画
素を含む。
【００３８】
　図２に図示された複数の画素（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３、・・・）を中心として説明す
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ると、各々の画素（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３、・・・）の各々は４個のサブ画素を含むこ
とができる。より詳しくは、第１画素Ｐ１１は第１画素Ｐ１１の第１サブ画素ＳＰ１１０
、第２サブ画素ＳＰ２１０、第３サブ画素ＳＰ３１０、及び第４サブ画素ＳＰ４１０を含
む。そして、第２画素Ｐ１２は第２画素Ｐ１２の第１サブ画素ＳＰ１１１、第２サブ画素
ＳＰ２１１、第３サブ画素ＳＰ３１１、及び第４サブ画素ＳＰ４１１を含む。また、第３
画素Ｐ１３は第３画素Ｐ１３の第１サブ画素ＳＰ１１２、第２サブ画素ＳＰ２１２、第３
サブ画素ＳＰ３１２、及び第４サブ画素ＳＰ４１２を含む。
【００３９】
　この際、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２は白色（Ｗ）サブ
画素で、各画素の第２サブ画素ＳＰ２１０、ＳＰ２１１、ＳＰ２１２は赤色（Ｒ）サブ画
素で、各画素の第３サブ画素ＳＰ３１０、ＳＰ３１１、ＳＰ３１２は緑色（Ｇ）サブ画素
で、各画素の第４サブ画素ＳＰ４１０、ＳＰ４１１、ＳＰ４１２は青色（Ｂ）サブ画素で
ありうる。一方、図２では各々の画素（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３、・・・）のサブ画素が
白色（Ｗ）、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）の順に配列されている。なお、第
１実施形態に係る有機発光表示装置はこれに限定されず、様々な順に配列され得る。
【００４０】
　第１実施形態に係る有機発光表示装置は第１基板（図示せず）上に配置され、第１電極
１２０、白色（Ｗ）光を発生する白色（Ｗ）有機発光層（図示せず）、及び第２電極（図
示せず）を含む有機発光素子は各サブ画素に配置され得る。そして、第１基板（図示せず
）と対向して配置される第２基板（図示せず）の一面には各サブ画素と対応するようにカ
ラーフィルタ層２１０、２２０、２３０、２４０、２５０、２６０が配置され得る。
【００４１】
　より詳しくは、各画素の第２サブ画素ＳＰ２１０、ＳＰ２１１、ＳＰ２１２に対応する
ように第１カラーフィルタ層２１０が配置され、各画素の第３サブ画素ＳＰ３１０、ＳＰ
３１１、ＳＰ３１２に対応するように第２カラーフィルタ層２２０が配置される。また、
各画素の第４サブ画素ＳＰ４１０、ＳＰ４１１、ＳＰ４１２に対応するように第３カラー
フィルタ層２３０が配置される。ここで、第１カラーフィルタ層２１０は赤色（Ｒ）カラ
ーフィルタ層、第２カラーフィルタ層２２０は緑色（Ｇ）カラーフィルタ層、第３カラー
フィルタ層２３０は青色（Ｂ）カラーフィルタ層であり得る。
【００４２】
　一方、有機発光表示パネルの発光方式によって表示パネルの上部または下部に偏光板を
備え得る。表示パネルの上部または下部に配置される偏光板は、線偏光板及び円偏光板を
含むことができ、これにより、外光反射を低減し、有機発光表示装置の視認性を向上させ
ることができる。しかしながら、このような偏光板は高価であり、有機発光表示装置の輝
度減少の原因となり得る。また、このような有機発光表示装置の輝度を高めるために消費
電力が増加するなどの問題が生じ得る。
【００４３】
　有機発光表示パネルの上部または下部に偏光板が配置されない場合、反射率が高くなる
ことがあるが、各画素の第２サブ画素ＳＰ２１０、ＳＰ２１１、ＳＰ２１２、第３サブ画
素ＳＰ３１０、ＳＰ３１１、ＳＰ３１２、及び第４サブ画素ＳＰ４１０、ＳＰ４１１、Ｓ
Ｐ４１２と対応する領域に各々配置される第１乃至第３カラーフィルタ層２１０、２２０
、２３０が外光を吸収し得る。これによって、各画素の第２サブ画素ＳＰ２１０、ＳＰ２
１１、ＳＰ２１２、第３サブ画素ＳＰ３１０、ＳＰ３１１、ＳＰ３１２、及び第４サブ画
素ＳＰ４１０、ＳＰ４１１、ＳＰ４１２での反射率が低くなることがある。
【００４４】
　しかしながら、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２に配置され
る電極による外光反射によって、有機発光表示装置の反射率が全体的に高くなり得る。
【００４５】
　第１実施形態に係る有機発光表示装置はこのような問題点を解決するためのものであっ
て、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２に第４乃至第６カラーフ



(8) JP 2017-112106 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

ィルタ層２４０、２５０、２６０が配置され得る。
【００４６】
　具体的には、第１画素Ｐ１１の第１サブ画素ＳＰ１１０に対応するように第４カラーフ
ィルタ層２４０が配置され、第２画素Ｐ１２の第１サブ画素ＳＰ１１１に対応するように
第５カラーフィルタ層２５０が配置され、第３画素Ｐ１３の第１サブ画素ＳＰ１１２に対
応するように第６カラーフィルタ層２６０が配置される。この際、第４乃至第６カラーフ
ィルタ層２４０、２５０、２６０は互いに異なる色相のカラーフィルタ層で構成できる。
より詳しくは、第４乃至第６カラーフィルタ層２４０、２５０、２６０は、赤色（Ｒ）、
緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）のうち、互いに異なる色相のカラーフィルタ層を備えること
ができる。
【００４７】
　例えば、図２に示すように、第４カラーフィルタ層２４０は青色（Ｂ）カラーフィルタ
層で、第５カラーフィルタ層２５０は赤色（Ｒ）カラーフィルタ層で、第６カラーフィル
タ層２６０は緑色（Ｇ）カラーフィルタ層でありうる。但し、第１実施形態に係る有機発
光表示装置はこれに限定されず、第４乃至第６カラーフィルタ層２４０、２５０、２６０
が互いに異なる色相のカラーフィルタ層を備える構成であれば足りる。
【００４８】
　ここで、第４乃至第６カラーフィルタ層２４０、２５０、２６０の厚さは第１乃至第３
カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０の厚さより薄く形成されても良い。これにより
、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２で外光反射率を低減し、黒
色の再現性を改善することができる効果がある。このような構成を図３を参照して以下に
具体的に説明する。
【００４９】
　図３は、第１実施形態に係る有機発光表示装置のＡ－Ｂに沿って切断した断面図である
。図３を参照すると、第１実施形態に係る有機発光表示装置は複数の画素（Ｐ１１、Ｐ１
２、Ｐ１３、・・・）を含み、各画素（Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３、・・・）は複数のサブ
画素を含む。
【００５０】
　一方、複数のサブ画素に区分される第１基板１００上にはサブ画素毎に少なくとも一つ
の薄膜トランジスタ（図示せず）が配置される。そして、第１基板１００上には薄膜トラ
ンジスタ（図示せず）と電気的に連結される有機発光素子ＥＬが配置され得る。
【００５１】
　この際、有機発光素子ＥＬは、第１電極１２０、有機発光層１４０、及び第２電極１５
０を含むことができる。また、第１電極１２０の上面の一部には発光領域と非発光領域を
区分するバンクパターン１３０が配置され得る。
【００５２】
　ここで、第１電極１２０は反射電極であって、第２電極１５０は透明導電物質からなる
ことができる。また、第１実施形態に係る有機発光素子ＥＬはこれに限定されず、第１電
極１２０が透明導電物質からなり、第２電極１５０が反射電極でありうる。また、有機発
光層１４０は白色（Ｗ）光を発生する白色（Ｗ）有機発光層でありうる。
【００５３】
　一方、図３では第１電極１２０、有機発光層１４０、及び第２電極１５０が全て単一層
である構成を開示しているが、第１実施形態に係る有機発光素子ＥＬはこれに限定されず
、少なくとも一つの構成が多重層からなる構成を含むことができる。
【００５４】
　また、第１実施形態に係る有機発光表示装置は、第１基板１００と対向して配置される
第２基板２００を含む。第２基板２００の一面には複数のサブ画素の各々に対応するよう
に配置されるカラーフィルタ層２１０、２２０、２３０、２４０、２５０、２６０、及び
カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０、２４０、２５０、２６０の境界に配置される
ブラックマトリックス２７０を含む。
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【００５５】
　より詳しくは、各画素の第２サブ画素ＳＰ２１０、ＳＰ２１１、ＳＰ２１２に対応する
ように第１カラーフィルタ層２１０が配置され、各画素の第３サブ画素ＳＰ３１０、ＳＰ
３１１、ＳＰ３１２に対応するように第２カラーフィルタ層２２０が配置され、各画素の
第４サブ画素ＳＰ４１０、ＳＰ４１１、ＳＰ４１２に対応するように第３カラーフィルタ
層２３０が配置される。そして、第１画素Ｐ１１の第１サブ画素ＳＰ１１０に対応するよ
うに第４カラーフィルタ層２４０が配置され、第２画素Ｐ１２の第１サブ画素ＳＰ１１１
に対応するように第５カラーフィルタ層２５０が配置され、第３画素Ｐ１３の第１サブ画
素ＳＰ１１２に対応するように第６カラーフィルタ層２６０が配置される。
【００５６】
　ここで、第１乃至第３カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０の厚さは第４乃至第６
カラーフィルタ層２４０、２５０、２６０の厚さより厚くても良い。例えば、第１乃至第
３カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０の厚さが２μｍ乃至３μｍある場合、第４乃
至第６カラーフィルタ層２４０、２５０、２６０の厚さは０．１μｍ～１μｍであり得る
。
【００５７】
　即ち、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２と対応する領域に配
置される第４乃至第６カラーフィルタ層２４０、２５０、２６０の厚さが第１乃至第３カ
ラーフィルタ層２１０、２２０、２３０の厚さより薄く形成さることによって、消費電力
を低減し、かつ各画素の第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２での外光反射
率を低減できるという効果がある。
【００５８】
　より詳しくは、第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２に配置されるカラー
フィルタ層２４０、２５０、２６０の厚さが厚い場合、有機発光表示装置に入射される外
光５００の吸収率は高くなるが、有機発光素子ＥＬから発生する白色（Ｗ）光がカラーフ
ィルタ層２４０、２５０、２６０により吸収され、有機発光素子ＥＬの効率が低下し得る
。
【００５９】
　しかしながら、第１実施形態に係る有機発光表示装置は、第４乃至第６カラーフィルタ
層２４０、２５０、２６０の厚さが第１乃至第３カラーフィルタ層２１０、２２０、２３
０の厚さより薄いことから、有機発光素子ＥＬの効率の低下を防止すると共に、外光５０
０を吸収することができる。
【００６０】
　また、隣接して配置される画素の第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２と
対応する領域に配置されるカラーフィルタ層２４０、２５０、２６０の色相が互いに異な
ることによって、有機発光表示装置がオフ（OFF）状態の時、黒色感を改善させることが
できる効果がある。
【００６１】
　より詳しくは、第１画素Ｐ１１の第１サブ画素ＳＰ１１０に第４カラーフィルタ層２４
０が配置され、第２画素Ｐ１２の第１サブ画素ＳＰ１１１に第５カラーフィルタ層２５０
が配置される。また、第３画素Ｐ１３の第１サブ画素ＳＰ１１２に第６カラーフィルタ層
２６０が配置され、第４乃至第６カラーフィルタ層２４０、２５０、２６０の各々が透過
させることができる光の波長が互いに相異するように構成され得る。
【００６２】
　ここで、第４カラーフィルタ層２４０は４５０ｎｍ～４７０ｎｍの波長の光を透過させ
、４５０ｎｍ～４７０ｎｍ波長の光を除外した残りの波長の光を吸収することができる。
また、第５カラーフィルタ層２５０は、６２０ｎｍ～６４０ｎｍ波長の光を透過させ、６
２０ｎｍ～６４０ｎｍ波長の光を除外した残りの波長の光を吸収することができる。そし
て、第６カラーフィルタ層２６０は５２０ｎｍ～５６０ｎｍ波長の光を透過させ、５２０
ｎｍ～５６０ｎｍ波長の光を除外した残りの波長の光を吸収することができる。
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【００６３】
　したがって、有機発光表示装置の第２基板２００を通じて可視光線波長の外光５００が
入射されると仮定すると、第１画素Ｐ１１の第１サブ画素ＳＰ１１０は４５０ｎｍ～４７
０ｎｍの波長の光を透過させ、４５０ｎｍ～４７０ｎｍ波長の光を除外した残りの波長の
光は吸収する。そして、第１画素Ｐ１１の第１サブ画素ＳＰ１１０に入射された４５０ｎ
ｍ～４７０ｎｍの波長の光は、有機発光素子ＥＬの反射電極（発光方式によって第１電極
または第２電極であり得る）により反射されて、また第２基板２００方向に経路が変更さ
れる。
【００６４】
　有機発光素子ＥＬの反射電極により反射された４５０ｎｍ～４７０ｎｍ波長の光の大部
分はブラックマトリックス２７０または隣接して配置される他のカラーフィルタ層（例え
ば、第１または第３カラーフィルタ層）により吸収される。そして、残りの極少量の４５
０ｎｍ～４７０ｎｍ波長の光は、第４カラーフィルタ層２４０により透過されて第２基板
２００の外部に出射できる。
【００６５】
　また、第２画素Ｐ１２の第１サブ画素ＳＰ１１１及び第３画素Ｐ１３の第１サブ画素Ｓ
Ｐ１１２に入射される外光５００の経路は、前述した第１画素Ｐ１１の第１サブ画素ＳＰ
１１０に入射された外光５００の経路と同一でありうる。但し、第２画素Ｐ１２の第１サ
ブ画素ＳＰ１１１及び第３画素Ｐ１３の第１サブ画素ＳＰ１１２で外光５００による吸収
または出射される光の波長は、各々６２０ｎｍ～６４０ｎｍ波長の光であり、５２０ｎｍ
～５６０ｎｍ波長の光でありうる。
【００６６】
　前述したように、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２で各々第
４カラーフィルタ層２４０、第５カラーフィルタ層２５０、及び第６カラーフィルタ層２
６０を備えることによって、外光の大部分を吸収して黒色感を改善させることができる効
果がある。
【００６７】
　また、図２及び図３では第１画素乃至第３画素Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３に対する構成の
みを開示しているが、第１実施形態に係る有機発光表示装置は表示領域内に第１画素乃至
第３画素Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ１３が繰り返すようにして構成され得る。
【００６８】
　また、各々のサブ画素に配置される第１乃至第６カラーフィルタ層２１０、２２０、２
３０、２４０、２５０、２６０が赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、または青色（Ｂ）のうち、い
ずれか１色相からなり、ハーフトーン（half-tone）マスクを用いて形成することによっ
て、厚さが異なるカラーフィルタ層であっても、工程の追加無しで形成できる。即ち、第
１乃至第６カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０、２４０、２５０、２６０の厚さに
関わらず、同一色相のカラーフィルタ層は同一工程により形成することができる。したが
って、工程を簡単にすることができる効果がある。
【００６９】
　一方、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１０、ＳＰ１１１、ＳＰ１１２に備えられるカラー
フィルタ層は、図２及び図３に限定されず、他の形態に備えられることができる。これを
図４及び図５を参照して以下に説明する。
【００７０】
　図４は、第２実施形態に係る有機発光表示装置の概略的な平面図である。図５は、第２
実施形態に係る有機発光表示装置のＣ－Ｄに沿って切断した断面図である。第２実施形態
に係る有機発光表示装置は、前述した実施形態と同一な構成要素を含むことができる。前
述した実施形態と重複する説明は省略することができる。また、同一な構成には同一の参
照符号を付する。
【００７１】
　図４を参照すると、第２実施形態に係る有機発光表示装置は、複数の画素（Ｐ２１、Ｐ
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２２、Ｐ２３、・・・）を含む。複数の画素（Ｐ２１、Ｐ２２、Ｐ２３、・・・）の各々
は複数のサブ画素を含む。
【００７２】
　より詳しくは、第２実施形態に係る有機発光表示装置の第１画素Ｐ２１は、第１画素Ｐ
２１の第１サブ画素ＳＰ１１３、第２サブ画素ＳＰ２１０、第３サブ画素ＳＰ３１０、及
び第４サブ画素ＳＰ４１０を含む。そして、第２画素Ｐ２２は、第２画素Ｐ２２の第１サ
ブ画素ＳＰ１１４、第２サブ画素ＳＰ２１１、第３サブ画素ＳＰ３１１、及び第４サブ画
素ＳＰ４１１を含む。また、第３画素Ｐ２３は、第３画素Ｐ２３の第１サブ画素ＳＰ１１
５、第２サブ画素ＳＰ２１２、第３サブ画素ＳＰ３１２、及び第４サブ画素ＳＰ４１２を
含む。
【００７３】
　ここで、各画素の第２サブ画素ＳＰ２１０、ＳＰ２１１、ＳＰ２１２に対応するように
第１カラーフィルタ層２１０が配置され、各画素の第３サブ画素ＳＰ３１０、ＳＰ３１１
、ＳＰ３１２に対応するように第２カラーフィルタ層２２０が配置され、各画素の第４サ
ブ画素ＳＰ４１０、ＳＰ４１１、ＳＰ４１２に対応するように第３カラーフィルタ層２３
０が配置され得る。
【００７４】
　そして、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１３、ＳＰ１１４、ＳＰ１１５に対応するように
各々第４カラーフィルタ層３４０、第５カラーフィルタ層３５０、及び第６カラーフィル
タ層３６０が配置され得る。
【００７５】
　ここで、第４乃至第６カラーフィルタ層３４０、３５０、３６０の高さは第１乃至第３
カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０の高さより低いことがある。そして、第４乃至
第６カラーフィルタ層３４０、３５０、３６０のうち、少なくとも２個のカラーフィルタ
層はその高さが相異するように構成されても良い。
【００７６】
　このような構成を図５を参照して以下に具体的に説明する。図５において、各画素の第
２サブ画素ＳＰ２１０、ＳＰ２１１、ＳＰ２１２に配置される第１カラーフィルタ層２１
０、各画素の第３サブ画素ＳＰ３１０、ＳＰ３１１、ＳＰ３１２に配置される第２カラー
フィルタ層２２０、及び各画素の第４サブ画素ＳＰ４１０、ＳＰ４１１、ＳＰ４１２に配
置される第３カラーフィルタ層２３０の高さ（Ｈ１）は全て同一でありうる。
【００７７】
　そして、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１３、ＳＰ１１４、ＳＰ１１５に配置される第４
乃至第６カラーフィルタ層３４０、３５０、３６０の各々の高さ（Ｈ２、Ｈ３、Ｈ４）は
、第１乃至第３カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０の高さ（Ｈ１）より低いことが
ある。これを通じて、各画素の有機発光素子ＥＬの効率の低下を防止すると共に、第１サ
ブ画素ＳＰ１１３、ＳＰ１１４、ＳＰ１１５による反射率増加現象を抑制することができ
る。
【００７８】
　一方、図５では第１乃至第３カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０の高さ（Ｈ１）
が同一な構成を図示しているが、第２実施形態に係る有機発光表示装置はこれに限定され
ず、第１乃至第３カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０の高さ（Ｈ１）が第４乃至第
６カラーフィルタ層３４０、３５０、３６０の各々の高さ（Ｈ２、Ｈ３、Ｈ４）より高い
構成であれば良い。
【００７９】
　また、第４カラーフィルタ層３４０の高さ（Ｈ２）、第５カラーフィルタ層３５０の高
さ（Ｈ３）、及び第６カラーフィルタ層３６０の高さ（Ｈ４）のうち、少なくとも２個の
カラーフィルタ層の高さは互いに相異って構成され得る。例えば、第４カラーフィルタ層
３４０の高さ（Ｈ２）と第６カラーフィルタ層３６０の高さ（Ｈ４）は同一であり、第５
カラーフィルタ層Ｈ３の高さは第４カラーフィルタ層３４０の高さ（Ｈ２）及び第６カラ
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ーフィルタ層３６０の高さ（Ｈ４）より低いことがある。これは、第２実施形態に係る有
機発光表示装置の一例に過ぎず、第４乃至第６カラーフィルタ層３４０、３５０、３６０
の高さ（Ｈ２、Ｈ３、Ｈ４）のうち、少なくとも２個のカラーフィルタ層の高さが相異な
れば良い。
【００８０】
　前述したように、第４乃至第６カラーフィルタ層３４０、３５０、３６０の高さ（Ｈ２
、Ｈ３、Ｈ４）のうち、少なくとも２個のカラーフィルタ層の高さが相異って構成され得
る。そして、第２実施形態に係る有機発光表示装置は、第１画素乃至第３画素Ｐ２１、Ｐ
２２、Ｐ２３が繰り返して具備できる。これを通じて、有機発光表示装置の黒色感及び反
射率を微細に調整して最適化することができる。
【００８１】
　例えば、有機発光表示装置が黒状態のとき、色感が青を帯びた（bluish）特性を示す場
合、第１画素Ｐ２１の第１サブ画素ＳＰ１１３に配置される第４カラーフィルタ層３４０
の厚さ（Ｈ２）を第５カラーフィルタ層３５０及び第６カラーフィルタ層３６０の厚さ（
Ｈ３、Ｈ４）より高く形成することによって、これを改善することができる。より詳しく
は、第１画素Ｐ２１の第１サブ画素ＳＰ１１３に配置される第４カラーフィルタ層３４０
の厚さ（Ｈ２）が厚くなされることによって、第１画素Ｐ２１の第１サブ画素ＳＰ１１３
に入射される外光の量を低減することができる。
【００８２】
　即ち、第１画素Ｐ２１の第１サブ画素ＳＰ１１３に入射される外光、即ち、第１サブ画
素ＳＰ１１３の第４カラーフィルタ層３４０を通過した４５０ｎｍ～４７０ｎｍ波長の光
量が減ることによって、第１サブ画素ＳＰ１１３に配置される電極により反射されて有機
発光表示装置の外部に出射される反射光（４５０ｎｍ～４７０ｎｍ波長の光）の量を低減
させることができる。したがって、有機発光表示装置が黒状態のとき、色感が青を帯びた
現象を抑制することができるとともに、反射率を低減することができる効果が得られる。
【００８３】
　前述した説明は第１画素の第１サブ画素ＳＰ１１３を中心として説明したが、第２実施
形態に係る有機発光表示装置はこれに限定されず、複数の画素のうち、第４カラーフィル
タ層３４０が配置されるサブ画素で第４カラーフィルタ層３４０の高さ（Ｈ２）が第５ま
たは第６カラーフィルタ層３５０、３６０の高さ（Ｈ３、Ｈ４）より高くなされることが
できる。
【００８４】
　また、有機発光表示装置が黒状態のとき、色感が赤を帯びた（reddish）特性を示す場
合、第５カラーフィルタ層３５０が配置されるサブ画素で第５カラーフィルタ層３５０の
高さ（Ｈ３）が第４または第６カラーフィルタ層３４０、３６０の高さ（Ｈ２、Ｈ４）よ
り高く構成され得る。また、有機発光表示装置が黒状態の時、色感が緑を帯びた（greeni
sh）な特性を示す場合、第６カラーフィルタ層３６０が配置されるサブ画素で第６カラー
フィルタ層３６０の高さ（Ｈ４）が第４または第５カラーフィルタ層３４０、３５０の高
さ（Ｈ２、Ｈ３）より高く構成され得る。
【００８５】
　次に、図６及び図７を参照して第３実施形態に係る有機発光表示装置を以下に説明する
。図６は、第３実施形態に係る有機発光表示装置の概略的な平面図である。図７は、第３
実施形態に係る有機発光表示装置のＥ－Ｆに沿って切断した断面図である。
【００８６】
　第３実施形態に係る有機発光表示装置は前述した実施形態と同一な構成要素を含むこと
ができる。前述した実施形態と重複する説明は省略され得る。また、同一の構成には同一
の符号を付する。
【００８７】
　図６を参照すると、第３実施形態に係る有機発光表示装置は複数の画素（Ｐ３１、Ｐ３
２、Ｐ３３、・・・）を含む。複数の画素（Ｐ３１、Ｐ３２、Ｐ３３、・・・）の各々は
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複数のサブ画素を含む。
【００８８】
　より詳しくは、第３実施形態に係る有機発光表示装置の第１画素Ｐ３１は、第１画素Ｐ
３１の第１サブ画素ＳＰ１１６、第２サブ画素ＳＰ２１０、第３サブ画素ＳＰ３１０、及
び第４サブ画素ＳＰ４１０を含む。そして、第２画素Ｐ３２は、第２画素Ｐ３２の第１サ
ブ画素ＳＰ１１７、第２サブ画素ＳＰ２１１、第３サブ画素ＳＰ３１１、及び第４サブ画
素ＳＰ４１１を含む。また、第３画素Ｐ３３は、第３画素Ｐ３３の第１サブ画素ＳＰ１１
８、第２サブ画素ＳＰ２１２、第３サブ画素ＳＰ３１２、及び第４サブ画素ＳＰ４１２を
含む。
【００８９】
　ここで、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１６、ＳＰ１１７、ＳＰ１１８に対応するように
各々第４カラーフィルタ層４４０、第５カラーフィルタ層４５０、及び第６カラーフィル
タ層４６０が配置され得る。
【００９０】
　ここで、第４乃至第６カラーフィルタ層４４０、４５０、４６０のうち、少なくとも一
つのカラーフィルタ層は互いに異なる色相のカラー層が２層以上積層された構造でありう
る。このような構成を図７を参照して以下に説明する。
【００９１】
　図７で、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１６、ＳＰ１１７、ＳＰ１１８に各々配置される
第４カラーフィルタ層４４０、第５カラーフィルタ層４５０、及び第６カラーフィルタ層
４６０のうち、少なくとも一つのカラーフィルタ層は互いに異なる色相のカラー層が２層
以上積層された構造でありうる。
【００９２】
　例示的に、図７では第４カラーフィルタ層４４０、第５カラーフィルタ層４５０、及び
第６カラーフィルタ層４６０が全て互いに異なるカラー層が２層で積層された構造を開示
する。より詳しくは、第４カラーフィルタ層４４０は第２基板２００の一面に配置される
第１カラー層４４０ａ及び第１カラー層４４０ａ上に配置される第２カラー層４４０ｂか
らなる。また例示的に、第１カラー層４４０ａは青色（Ｂ）カラー層で、第２カラー層４
４０ｂは赤色（Ｒ）カラー層でありうるが、第１及び第２カラー層４４０ａ、４４０ｂは
これに限定されず、第１及び第２カラー層４４０ａ、４４０ｂが互いに異なる色相からな
る構成であれば良い。
【００９３】
　これにより、有機発光表示装置の反射率を最小にすることができる。より詳しくは、第
４カラーフィルタ層４４０が有機発光表示装置の外部から入射される光のうち、４５０ｎ
ｍ～４７０ｎｍ波長及び６２０ｎｍ～６４０ｎｍを吸収することによって、反射率を低減
することができる。
【００９４】
　また、第５カラーフィルタ層４５０は第２基板２００の一面に配置される第３カラー層
４５０ａ、及び第３カラー層４５０ａ上に配置される第４カラー層４５０ｂからなる。例
示的に、第３カラー層４５０ａは赤色（Ｒ）カラー層で、第４カラー層４５０ｂは緑色（
Ｇ）カラー層でありうるが、第３及び第４カラー層４５０ａ、４５０ｂはこれに限定され
ず、第３及び第４カラー層４５０ａ、４５０ｂが互いに異なる色相からなる構成であれば
良い。
【００９５】
　これにより、第５カラーフィルタ層４５０が有機発光表示装置の外部から入射される光
のうち、５２０ｎｍ～５６０ｎｍ波長及び６２０ｎｍ～６４０ｎｍを吸収することによっ
て、反射率を低減することができる。
【００９６】
　また、第６カラーフィルタ層４６０は第２基板２００の一面に配置される第５カラー層
４６０ａ、及び第５カラー層４６０ａ上に配置される第６カラー層４６０ｂからなる。例
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示的に、第５カラー層４６０ａは青色（Ｂ）カラー層で、第６カラー層４６０ｂは緑色（
Ｇ）カラー層でありうるが、第５及び第６カラー層４６０ａ、４６０ｂはこれに限定され
ず、第５及び第６カラー層４６０ａ、４６０ｂが互いに異なる色相からなる構成であれば
良い。
【００９７】
　これにより、第６カラーフィルタ層４６０が有機発光表示装置の外部から入射される光
のうち、４５０ｎｍ～４７０ｎｍ波長、及び５２０ｎｍ～５６０ｎｍ波長を吸収すること
によって、反射率を低減することができる。
【００９８】
　一方、図２乃至図７では第１乃至第３実施形態に係る有機発光表示装置の各々の画素が
水平方向に配列された構成を開示しているが、本実施形態はこれに限定されず、垂直方向
に配列されても良い。
【００９９】
　また、少なくとも２層が積層されたカラー層からなる第４乃至第６カラーフィルタ層４
４０、４５０、４６０の高さは第１乃至第３カラーフィルタ層２１０、２２０、２３０の
高さより低くなされることができる。これにより、輝度を低下させずに、かつ反射率を高
めることができる効果がある。
【０１００】
　次に、図８乃至図１１を参照して第４実施形態に係る有機発光表示装置を以下に説明す
る。第４実施形態に係る有機発光表示装置は、前述した実施形態等と同一な構成要素を含
むことができる。前述した実施形態と重複する説明は省略され得る。また、同一の構成に
は同一の参照符号を付する。
【０１０１】
　図８は、第４実施形態に係る有機発光表示装置の概略的な平面図である。図９は、図８
の平面図をＧ－Ｈに沿って切断した断面図である。図８及び図９を参照すると、第４実施
形態に係る有機発光表示装置は、複数の画素（Ｐ４１、Ｐ４２、Ｐ４３、・・・）を含む
。複数の画素（Ｐ４１、Ｐ４２、Ｐ４３、・・・）の各々は複数のサブ画素を含む。
【０１０２】
　より詳しくは、第４実施形態に係る有機発光表示装置の第１画素Ｐ４１は、第１画素Ｐ
４１の第１サブ画素ＳＰ１１９、第２サブ画素ＳＰ２１０、第３サブ画素ＳＰ３１０、及
び第４サブ画素ＳＰ４１０を含む。そして、第３画素Ｐ４２は、第２画素Ｐ４２の第１サ
ブ画素ＳＰ１２０、第２サブ画素ＳＰ２１１、第３サブ画素ＳＰ３１１、及び第４サブ画
素ＳＰ４１１を含む。また、第３画素Ｐ４３は第３画素Ｐ４３の第１サブ画素ＳＰ１２１
、第２サブ画素ＳＰ２１２、第３サブ画素ＳＰ３１２、及び第４サブ画素ＳＰ４１２を含
む。
【０１０３】
　ここで、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１９、ＳＰ１２０、ＳＰ１２１に対応するように
各々第４カラーフィルタ層５４０、第５カラーフィルタ層５５０、及び第６カラーフィル
タ層５６０が配置できる。この際、第４乃至第６カラーフィルタ層５４０、５５０、５６
０のうち、少なくとも２個のカラーフィルタ層は２個以上のカラー層で構成され、２個以
上のカラー層は互いに異なるカラー層の一側に接するように配置できる。また、２個以上
のカラー層は互いに異なる色相からなることができる。そして、一つのカラーフィルタ層
は一つのカラー層で構成できるが、これに限定されるものではない。
【０１０４】
　一方、２個以上のカラー層が互いに異なる色相からなることによって、一つのカラー層
からなる時より、有機発光表示装置の輝度が上昇し、これによって、消費電力が低くなる
ことができる。より詳しくは、２個以上のカラー層から吸収される波長が一つのカラー層
から吸収される波長より広いことによって、２個以上のカラー層からなるカラーフィルタ
層の外光吸収率が高いことがある。したがって、カラーフィルタ層の厚さを薄くしても、
広い波長の外光を吸収することができる。また、第４乃至第６カラーフィルタ層５４０、
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５５０、５６０のうち、少なくとも２個のカラーフィルタ層の厚さが薄くなることによっ
て、有機発光表示装置の輝度が上昇し、これによって、消費電力が減少し得る。
【０１０５】
　一例に、図８及び図９に示すように、第１画素Ｐ４１の第１サブ画素ＳＰ１１９には第
４カラーフィルタ層５４０が配置され、第４カラーフィルタ層５４０は第１カラー層５４
０ａ及び第１カラー層５４０ａの一側に接するように配置される第２カラー層５４０ａか
ら構成され得る。この際、第１カラー層５４０ａ及び第２カラー層５４０ｂの色相は互い
に異なる色相から構成され得る。例えば、第１カラー層５４０ａは赤色（Ｒ）カラー層で
、第２カラー層５４０ｂは緑色（Ｇ）カラー層であり得る。
【０１０６】
　そして、第３画素Ｐ４３の第１サブ画素Ｓ１２１に配置される第６カラーフィルタ層５
６０も同様に２個のカラー層から構成され得る。ここで、第６カラー層５６０ａは第３カ
ラー層５６０ａ及び第３カラー層５６０ａの一側に接するように配置される第４カラー層
５６０ｂが配置できる。この際、第３カラー層５６０ａは赤色（Ｒ）カラー層で、第４カ
ラー層５６０ｂは緑色（Ｇ）カラー層でありうる。
【０１０７】
　そして、第２画素Ｐ４２の第１サブ画素ＳＰ１２０には第５カラーフィルタ層５５０が
配置され、第５カラーフィルタ層５５０は一つのカラー層で構成できる。この際、第５カ
ラーフィルタ層５５０は青色（Ｂ）カラー層で構成できる。
【０１０８】
　ここで、各画素の第１サブ画素ＳＰ１１９、ＳＰ１２０、ＳＰ１２１に配置される赤色
（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）のカラー層の面積の和は同一でありうる。即ち、第
１カラー層５４０ａと第３カラー層５６０ａとの面積は和は第２カラー層５４０ｂと第４
カラー層５６０ｂとの面積の和、及び第５カラーフィルタ層５５０のカラー層の面積の和
と同一になされることができる。これにより、黒色感を鮮やかにすることができる。
【０１０９】
　前述したように、第４乃至第６カラーフィルタ層５４０、５５０、５６０がなされるこ
とによって、有機発光表示装置が黒状態のとき、他のサブ画素に配置されるカラーフィル
タの色相が視認されず、鮮やかな黒を再現することができる。また、外光を吸収して反射
率を低くすることができる。
【０１１０】
　一方、第４実施形態に係る有機発光表示装置において、第４乃至第６カラーフィルタ層
５４０、５５０、５６０を構成する各々のカラー層は、図８及び図９に限定されず、図１
０及び図１１のように構成され得る。
【０１１１】
　図１０及び図１１は、有機発光表示装置の第１サブ画素に配置されるカラー層の構成を
図示した平面図である。図１０を参照すると、第１サブ画素ＳＰ１２２に配置される第４
カラーフィルタ層６４０は、第１カラー層６４０ａ及び第２カラー層６４０ｂで構成され
、第５カラーフィルタ層６５０は一つのカラー層で構成され、第６カラーフィルタ層６６
０は第３カラー層６６０ａ及び第４カラー層６５０ｂで構成される。
【０１１２】
　この際、第１カラー層６４０ａ及び第３カラー層６６０ａは緑色（Ｇ）カラー層で、第
２カラー層６４０ｂ及び第４カラー層６６０ｂは青色（Ｂ）カラー層であって、第５カラ
ーフィルタ層６５０は赤色（Ｒ）カラー層で構成され得る。
【０１１３】
　また、図１１で第１サブ画素ＳＰ１２５に配置される第４カラーフィルタ層７４０は第
１カラー層７４０ａ及び第２カラー層７４０ｂで構成され、第５カラーフィルタ層７５０
は一つのカラー層で構成され、第６カラーフィルタ層７６０は第３カラー層７６０ａ及び
第４カラー層７５０ｂで構成され得る。
【０１１４】
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　この際、第１カラー層７４０ａ及び第３カラー層６６０ａは青色（Ｂ）カラー層で、第
２カラー層７４０ｂ及び第４カラー層７６０ｂは赤色（Ｒ）カラー層であって、第５カラ
ーフィルタ層７５０は緑色（Ｇ）カラー層で構成され得る。
【０１１５】
　即ち、前述したように、第４実施形態に係る有機発光表示装置は、カラー層の配置順序
に関わらず、各画素の第１サブ画素に配置される赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ
）のカラー層の面積の和が同一な構成であれば良い。
【０１１６】
　次に、図１２を参照して比較例及び実施形態に係る有機発光表示装置の反射率、有機発
光素子の効率、消費電力及び黒色感を比較すると、次の通りである。図１２は、比較例及
び実施形態に係る有機発光表示装置の反射率、有機発光素子の効率、消費電力及び黒色感
を比較した表である。
【０１１７】
　比較例の表示装置は偏光板を具備しないと共に、白色（Ｗ）サブ画素にカラーフィルタ
層が配置されない有機発光表示装置である。また、実施形態の表示装置は偏光板を具備し
ないと共に、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）サブ画素に配置されるカラーフィ
ルタ層より高さの低いカラーフィルタ層が白色（Ｗ）サブ画素に配置され、白色（Ｗ）サ
ブ画素に赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）カラーフィルタ層が交番して配置され
る有機発光表示装置である。
【０１１８】
　図１２を参照すると、比較例に係る有機発光表示装置は実施形態の有機発光表示装置に
比べて白効率、即ち、輝度が高く、消費電力が低いが、反射率が非常に高く、黒色感が落
ちることが分かる。
【０１１９】
　一方、実施形態に係る有機発光表示装置は、比較例の有機発光表示装置と比較して反射
率が非常に低いことが分かる。また、実施形態に係る有機発光表示装置は比較例の有機発
光表示装置に比べて黒色感が鮮やかなことが分かる。
【０１２０】
　即ち、図１２に示すように、本実施形態に係る有機発光表示装置は偏光板を具備しない
ことにも関わらず、反射率を顕著に低めて、鮮やかな黒を再現することができる効果があ
る。前述した実施形態において説明した特徴、構造、効果などは、本発明の少なくとも一
つの実施形態に含まれ、必ず一つの実施形態のみに限定されるものではない。延いては、
各実施形態で例示された特徴、構造、効果などは、実施形態が属する分野の通常の知識を
有する者により他の実施形態に対しても組合または変形されて実施可能である。したがっ
て、このような組合と変形に関連する内容は本発明の範囲に含まれるものと解析されるべ
きである。
【０１２１】
　また、以上で実施形態を中心として説明したが、これは単に例示であり、本発明を限定
するものでなく、本発明が属する分野の通常の知識を有する者であれば、本実施形態の本
質的な特性を逸脱しない範囲で、以上に例示されていない色々な変形と応用が可能である
ことが分かる。例えば、実施形態に具体的に示された各構成要素は変形して実施できるも
のである。
【符号の説明】
【０１２２】
２１０　　第１カラーフィルタ層
２２０　　第２カラーフィルタ層
２３０　　第３カラーフィルタ層
２４０、３４０、４４０、５４０、６４０、７４０　　第４カラーフィルタ層
２５０、３５０、４５０、５５０、６５０、７５０　　第５カラーフィルタ層
２６０、３６０、４６０、５６０、６６０、７６０　　第６カラーフィルタ層
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